
 

令和８年度 地域における療育の充実に向けた専門研修（研修概要） 

◎全体スケジュール 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

                

◎研修内容 

Ⅰ ベーシック研修 対象 
広島市内の発達障害児・者に福祉サービスを 
提供する事業所の職員（発達障害児・者に直接
関わる指導員等） 

日程 
(10 日間) 

① ６月１６日（火） ② ６月２９日（月） 
③  ７月 ８日（水） ④ ９月１５日（火） 
⑤ ９月２９日（火） ⑥１０月１３日（火）
⑦１０月２７日（火） ⑧１１月 ９日（月） 
⑨１１月２４日（火） ⑩１２月 ８日（火） 

場所 
広島市南区地域福祉センター 
４階 大会議室（南区皆実町一丁目 4-46） 

時間 １０：００～１２：３０ 

申込期限 ６月５日（金）まで  定員 ４０名 

研修内容 

⑴ 発達障害についての特性の理解と障害特性に応じた支援についての基礎研修 

⑵ 障害特性の把握、個々の状況に応じた支援方法、個別または小集団に対する支援のポイント、事

例検討を含むグループワークの実施等の専門研修 

⑶ 事業所で構造化された支援等を実施するにあたり必要な支援具について、講師より作成のポイ

ントの指導を受け、実際の事例に即した支援具作成の実習を行う。 

⑷ 発達障害により起こりうる具体のテーマ別に、問題となる事象の内容や対応方法等について、

講師より指導を受ける。 

各回内容 
 

※別紙 2
を参照 

 

① 発達障害（神経発達症）の特性理解 ～目に見えにくい障害を知る～ 

② 障害特性に合わせた支援 ～特性に合わせた根拠ある支援を学ぶ～ 

③ アセスメント（評価） ～一人一人を理解し、支援に繋げる～ 

④ アセスメントに基づいた支援の計画 ～特性や課題に合った支援の組み立て～ 

⑤ 支援具作成ワークショップⅠ ～効果的な支援と道具の作り方～ 

⑥ 支援具作成ワークショップⅡ 

⑦ 問題行動への対応Ⅰ ～行動の問題を理解し、具体的な解決策を探る～ 

⑧ 問題行動への対応Ⅱ 

⑨ グループ活動における支援 ～小集団活動のアイデアと準備・運営～ 

⑩ 思春期・成人期に向けた支援 ～成長に伴う課題を知り、適切な支援に繋げる～ 

備考 

⑴ 過去に「地域における療育の充実に向けた専門研修（以下、「地域療育専門研修」という。）」で

実施した研修を受講したことがある者の再受講も可能。ただし、受講希望者が定員を超過した場

合は、いずれの研修も受講したことがない者の申込を優先する。 

⑵ ①、③、④の研修については必修とする。全ての研修を受講することが望ましいが、必修以外の

研修については、選択制とする事も可能とする。（申込時に希望する参加日程を選択すること。） 

 
 

別紙１ 

ベーシック研修（１０日間） 

 

フォローアップ研修（事業所訪問サポート（２事業所）） 

フォローアップ研修（事業所見学） 



 
 

Ⅲ フォローアップ研修（事業所見学） 対象 
地域療育専門研修を今年度受講する、または
過去受講した者 

日程 ７月以降 ※具体的な日程は別途調整 

場所 別途調整の上、決定する。 

時間 別途調整の上、決定する。 

申込期限 ベーシック研修受講時に通知 定員 １０名 

研修内容 
ベーシック研修で学んだ支援に関する知識等を実際の現場で活用するイメージを得ることができ

るよう、特性に合わせた支援を実践する事業所において実際の支援を見学する。 

備考 
⑴ 日程は、各回２～３時間程度とする。 

⑵ 募集は、ベーシック研修時に行う。 

⑶ 受講希望者が定員を超過した場合は、今年度のベーシック研修受講者の申込を優先する。 

 
※ 新型コロナウイルス感染症のまん延その他の状況に応じて、研修の実施内容等を変更（順番の入替や、
日程の延期または中止、オンライン研修への変更など。）することもあるため、留意すること。 
なお、変更のある場合は、その都度通知する。 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ フォローアップ研修（事業所訪問サポート） 対象 
地域療育専門研修を今年度受講する、 
または過去受講した者が所属する事業所 

日程 
７月下旬～ 
※具体的な日程は受講決定した事業所と 
別途調整 場所 

フォローアップ研修（事業所訪問サポー
ト）を受講する事業所 

時間 別途調整の上、決定する。 

申込期限 ７月１７日（金）まで  定員 ２事業所 

研修内容 
ベーシック研修で学んだ支援を事業所においてより効果的に実践できるよう、受講決定した事業

所を講師が訪問して、困りごと等を伺い、事業所の環境や支援方法などを実際に見ながら、事業

運営や支援の手助けとなるよう助言やサポートを行う。 

備考 

⑴ 過去に同様の研修を受講した事業所の再受講も可能。ただし、受講希望事業所が定員を超過

した場合は、過去に同様の研修を受講したことがない事業所の申込を優先する。 

⑵ 所要時間は、1事業所あたり、２～３時間程度とする。 

⑶ フォローアップ研修の成果等については、ベーシック研修において事例として取り上げるこ

とに留意すること。また、受講する事業所は、フォローアップ研修の実施並びにベーシック研

修で事例として取り上げるにあたり、必要な協力を行うこと。 


